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小
規
模
漁
業
で
生
計
を
立
て
る

漁
師
の
う
ち
97
％
は
、
南
半
球
の

開
発
途
上
国
に
住
み
、
伝
統
的
な

漁
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

そ
の
多
く
が
、
海
洋
資
源
に
つ

い
て
の
知
識
も
、
保
護
に
対
す
る

意
識
も
、
漁
業
政
策
へ
の
発
言
力

も
持
っ
て
い
な
い
。
魚
が
捕
れ
ず

に
貧
困
度
は
悪
化
し
、
そ
の
結
果
、

領
海
外
で
の
密
猟
や
海
賊
行
為
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
海
洋
生

物
学
を
学
ん
だ
ア
ラ
ス
デ
ア
・
ハ

リ
ス
博
士
が
、
サ
ン
ゴ
礁
と
気
候

変
動
の
研
究
者
と
し
て
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
で
知
っ
た
現
実
だ
っ
た
。

　

先
進
国
の
学
者
が
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
保
全
策
を
考
え
て
も
、

住
民
を
無
視
し
て
魚
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
は
意
味
が
な
い

─
。
そ

う
実
感
し
た
博
士
は
２
０
０
３
年
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
で
活
動
資

金
を
得
つ
つ
、
漁
民
自
身
の
手
に

よ
る
海
洋
保
護
と
漁
村
経
済
の
活

性
化
を
促
進
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス「
ブ
ル
ー
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
」を
ロ
ン
ド
ン
で
起
業
し
た
。

　

最
初
の
活
動
は
ま
ず
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
の
村
で
魚
の
生
息
状
況
を

理
解
し
て
も
ら
い
、
区
域
別
に
休

漁
期
間
を
設
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

タ
コ
漁
で
生
計
を
立
て
て
い
た
地

元
漁
民
の
ベ
ゾ
族
は
、
休
漁
後
に

タ
コ
の
個
体
数
が
劇
的
に
増
え
、

収
入
が
上
が
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

　

そ
の
話
は
近
隣
の
漁
村
に
広
ま

り
、
誰
も
が
や
り
方
を
知
り
た

が
っ
た
。
そ
れ
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

初
の
地
域
自
主
管
理
海
域（
Ｌ
Ｍ

Ｍ
Ａ
）誕
生
に
つ
な
が
り
、
草
の

根
レ
ベ
ル
の
海
洋
保
護
革
命
と
ま

で
呼
ば
れ
た
。
10
年
後
の
今
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
に
は
65
も
の
Ｌ
Ｍ
Ｍ

Ａ
が
あ
る
。

漁
村
の
収
入
源
多
様
化
を

　

イ
ン
ド
洋
周
辺
の
国
々
、
ベ

リ
ー
ズ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
世

界
中
に
活
動
を
拡
大
し
て
い
る
ブ

ル
ー
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は
、
漁
村

の
収
入
源
多
様
化
を
計
る「
ア
ク

ア
カ
ル
チ
ャ
ー
」の
ア
イ
デ
ア
も

授
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア

圏
で
需
要
の
高
い
ナ
マ
コ
や
、
化

粧
品
な
ど
に
使
わ
れ
る
海
藻
の
養

殖
。
当
初
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
の
漁
民
も
、
３
年
か

け
て
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら

は
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
喜
び
だ
。

　

養
殖
な
ら
子
育
て
中
の
女
性
も

参
加
で
き
、
い
ま
や
養
殖
施
設
労

働
者
の
半
数
を
占
め
る
。
ま
た
、

地
元
の
小
学
校
も
養
殖
地
を
入
手
、

そ
の
水
揚
げ
収
入
で
授
業
料
を
オ

フ
セ
ッ
ト
し
、
貧
し
い
漁
村
の
子

ど
も
達
が
学
校
に
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
持
続
可
能
な
漁
業
を
目

指
す
こ
と
が
女
性
の
地
位
向
上
や

教
育
普
及
に
ま
で
及
ぶ
、
と
い
う

ハ
リ
ス
博
士
の
モ
デ
ル
は
確
か
な

実
績
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
に
15
万
も
の
漁
民
が
ブ

ル
ー
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
と
共
に
持

続
可
能
な
漁
業
へ
と
歩
み
出
し
て

い
る
が
、
こ
の
数
を
２
０
２
０
年

ま
で
に
３
０
０
万
人
に
す
る
目
標

に
挑
戦
中
だ
。
現
地
で
海
洋
資
源

に
つ
い
て
学
び
、
ブ
ル
ー
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

ツ
ア
ー
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ベ

リ
ー
ズ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
三
拠

点
で
行
わ
れ
て
い
る
。
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世界のソーシャル・ビジネス 欧州編
英国

途上国の漁村で
「海洋保護革命」

海藻の養殖に励むマダガスカルの女性。「魚の保護は人々の暮らし方から」とい
うユニークな活動が認められ、WWFをはじめ数々のコンサベーション賞を授
与されている� ⓒBlue Ventures

　長年の乱獲と気候変動により、海洋資源は
９割まで枯渇していると言われる（国連食糧
農業機関調べ）。漁業のみで生きている５億
の漁村民にとって、漁獲量減少は死活問題。
「環境問題＝人間の問題」として持続可能な
漁業のあり方を広めているのが英ブルー・
ベンチャーズだ。� （ロンドン＝冨久岡 ナヲ）


